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門真市職員労働組合

執行委員長　　西本　孝雄
改めまして、新年明けましておめでとうございます。

組合員・職員の皆さん、また、公私何かとお忙しいなか、ご出席いただきましたご来賓の皆さん、市職労特別功労者の皆さん、私ども門真市職労の結成45周年記念　新春旗開きにご出席いただき、誠にありがとうございます。開会にあたりまして、執行部を代表して一言ご挨拶を申し上げます。
門真市職労は、革新自治体が全国的に誕生する中で、1971年4月30日、801名の組合員と17名の執行部を選出して結成されました。45年の歳月を経て今日の厳しい自治体リストラ攻撃のもとでも、645名の組合員と３支部２補助組織３部会を擁するまでに発展、成長してまいりました。

組合結成の偉業をなしとげられた結成準備会委員のみなさん、結成後奮闘された歴代機関役員の諸先輩のみなさん、指導と援助をいただいた自治労連・衛都連や地域の諸団体をはじめとするみなさん、そして市職労の団結を守り続けられたすべての組合員・職員のみなさんのご尽力があったからこそと、改めて敬意と感謝を申し上げます。ありがとうございました。

市職労の45年は、いうまでもなく順風満帆でなく幾多の困難がありました。

結成時の70年代は、賃金の別表廃止や通し号俸制度の導入など大きく前進したものの、地方財政危機のもとで255名の解雇撤回闘争、財政再建団体転落阻止への全職員一体となった行財政点検活動の取り組み。80年代は、中曽根「臨調」行革との地域的・全国的な闘いが展開され、市立幼稚園廃園反対の市民共闘や東洋社の工場閉鎖反対闘争を経て門真労連が結成され、地域共闘へ大きな役割を果たしました。

90年代は、バブル崩壊後の不況打開、地域経済を守る闘いでの第2次白書づくりや市財政分析、「住みよい門真へ」をめざした住民団体との共同の取り組み、21世紀になって、第2次白書「自立・定住都市・かどま」の発行、地域の方々と共同して住民投票を実現して、守口市との合併を阻止した取り組み、給与構造改革反対・是正のたたかい、賃金削減反対のたたかいがありました。

ここ５年間をみても東日本大震災被災地支援の取組み、憲法違反の暴挙を強行する安倍暴走政治・維新政治に対するたたかい、新たな賃金削減反対や地域手当引上げのたたかい、ＮＰＴニューヨーク行動代表派遣、そして非正規職員の要求実現と組織化の取り組みがありました。

門真市職労は、45年の闘いを土台にして、さらに大きく飛躍することが求められています。市職労結成に係わった団塊の世代の組合員がほとんど退職し、20代の組合員が３割近くになるなど大きく世代が変わっています。

組合員のみなさん、労働組合結成から45年という貴重なたたかいの教訓をふまえ、くらしと地方自治、平和と民主主義を守る闘いの前進によりいっそう奮闘され、市職労の新たな歴史をごいっしょに拓かれることをお願いするとともに、地域を始めとしたみなさんの引き続きのご指導・ご協力をお願い申し上げます。
本日の旗びらきを２０１６年市職労運動のスタートにして、「住民の繁栄なくして自治体労働者の真の幸せはない」をスローガンにかかげて、２０１６年が希望と飛躍の年になるよう、私はその先頭に立って奮闘する決意を申し上げまして、門真市職労結成45周年記念　新春旗びらき開会のご挨拶とさせて戴きます。
本日は誠にありがとうございます。
